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点検記録等は研究・実験ノートで代用してもよいことにしています。研究・実験ノートには，ボンベ

の圧力や接続した減圧弁の異常の有無をしっかり記録するようお勧めします。 

 

３．低温容器使用届出の要・不要 

さて，次に低温容器の話をしましょう。寒剤を持ち運ぶ容器には 2 種類のカテゴリーがあります。

一つは開放容器（通称デュワー瓶）であり，もう一つは自加圧容器若しくはLGC（Liquid Gas Container）

と呼ばれる容器です。両方とも寒剤を保持する魔法瓶のような容器ですが，その違いは圧力容器であ

るか否かです。開放容器の内槽は常に大気圧状態であり，容器内圧が蒸発ガスにより昇圧しないよう

に容器口金は密閉できないようになっています。一方，LGC は圧力保持が可能なように液化ガスの取

り出し口には弁が設けられており，且つ容器自身に内圧昇圧機構が備わっています。開放容器は高圧

ガス保安法適用外ですが，LGC は先に述べた高圧ガスボンベと同様に高圧ガス保安法が適用された高

圧ガス容器です。このため，最近の低温容器は5年ごとに容器再検査が必要です。 

さて，LGC を使う時にはいくらか注意が必要です。液を取り出す時とガスを発生させる場合につい

て考えてみます。まず液取りの場合です。LGC は昇圧機構により液化ガスの一部を気化させて気相部

へ戻し，液面加圧により液化ガスを取り出すことができます。この液面加圧は法令上の高圧ガス製造

行為に該当し，普通に考えれば，LGC は高圧ガス設備であり，届出等が必要な機器となります。とこ

ろが，現状では，高圧ガス製造設備ではなく高圧ガス容器として扱われており，高圧ガス製造設備の

届出は行われていない状況にあります。LGCは既に莫大な数量（10万台程度）が流通している事情も

あり，混乱を避ける措置として，液化酸素，液化窒素，液化アルゴン，液化炭酸ガスの4つのガス種

で，且つ貯蔵容量が500L未満のLGCは現状を踏襲する運用（届出不要）をしているようです。 

LGC を高圧ガスボンベと同様に考えれば，貯蔵されている液化ガスをデュワー瓶（開放容器）や大

気圧下の実験装置に注入する（液化ガスの大気放出）場合は，届出不要となります。一方，LGC に蒸

発器を接続してガスとして供給する場合は要注意です。この時液化ガスをガスに変化（相変化）させ

るのですから，明らかな高圧ガス製造行為（例えばCEタンク（コールドエバポレータ）の場合等）と

なり，行政への届出等が必要と考えられます。ところがLGCの場合はちょっと曖昧なのです。液化ガ

スの気化は製造行為に間違いありませんが，吐出圧が1MPa未満の場合は，届出等を不要にしている自

治体があります。このようなLGCの使用形態に関して届出等の要・不要は，現状地方自治体の裁量に

任されています。尚，福岡県も届出不要のようです。 

蛇足ですが，LGCの廃棄に際しては高圧ガス容器として利用ができないような措置が必要です。 

 

４．まとめ 

寒剤（液化ガス）は法律で定められた高圧ガスです。その取扱（消費や貯蔵）は法律に沿って正し

く実施しなければなりません。今回は関連する法令を簡単に説明しましたが，単に法律を守ればよい

というものではありません。安全は皆様の自主的な安全意識と安全活動によるところが最も大切です。

是非一人一人の心掛けで，高圧ガスによる事故が発生しないようにご協力をお願い致します。 

尚，本記事に書かれた内容は九州大学高圧ガスホームページ（http://gas.jimu.kyushu-

u.ac.jp/index.html）のコンテンツ「高圧ガス四方山話」から抜粋したものです。もう少し詳しい内

容やその他高圧ガス保安法に関する事項に興味ある方は是非そちらも閲覧して頂けると幸甚です。 

皆様，本日もご安全に！ 

以上 

 

MPMS３の導入 
低温センター実験棟にMPMS３が導入されました。 
液体ヘリウム・液体窒素の充填作業は低温センターが行う予定と
しております。また、学内外の方に広くご利用いただけるよう規
程の整備や九州大学共用システムを使用した予約・使用実績管理
など、利用環境を整備してまいります。 

伊都キャンパスの液体窒素自動供給装置は、日当たりの良い場所に設置されております。このことに
より配管の温度が上昇しやすく、充填開始から液体窒素が出始めるまでに10分以上時間がかかり、利
用者にとっては大変不便な状況となっておりました。このため、既製品の液体窒素自動供給装置に冷
却機能を追加いたしました。平日のみある一定の温度以上になった場合、冷却を開始する設定として
おります。定期的に冷却ガスが放出されますが異常ではありません。これにより、いつご利用頂いて
も充填開始から約２、３分程度で液体窒素が取り出せるように改善されております。

液体窒素自動供給装置の改善 02
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●箱崎キャンパス 
液体ヘリウム供給   2015年終了 
液体窒素供給                             2018年終了 

●伊都キャンパス 
液体ヘリウム供給          2007年開始 
液体窒素供給　　         2007年開始 

●病院キャンパス 
液体窒素供給         2019年開始 

寒剤供給量
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保安講習会

センター見学
オープンキャンパス等で訪れる一般の方や中高生に、寒
剤供給施設の公開や液体ヘリウム・液体窒素を使用した
実験のデモンストレーションなどを行なっている。通常
では見られない施設や現象の一般公開は、低温科学の啓
発に役立つとともに、中高生たちの視野・可能性の拡大
に大きく貢献している。 
2021年は昨年に引き続き、新型コロナウイルスの影響
を受けてオンラインでのオープンキャンパスとなり、動
画を通して施設の紹介やデモンストレーションの公開を
行なった。（写真右） 

例年は以下の日程でセンター見学を行なっている。 
3月；体験入学 
5月；開学記念 
8月；オープンキャンパス　など 

九州大学安全衛生推進室高圧ガス部門と共同で、各キャ
ンパスにて、寒剤・高圧ガス利用者保安講習会を実施し
ている。この講習会は、全学の寒剤・高圧ガス利用者
が保安に関する知識を深め、寒剤・高圧ガスによる酸
欠や爆発などの事故をおこさず、安全に実験が行えるよ
う、テキストやビデオを用いて実施している。 
2021年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め、eラーニングによる講習を行なった。 

●2021年度実施分(eラーニング) 
伊都地区 1,277人、馬出地区 281人、 
筑紫地区 157人、その他部局 39人　　   合計 1754人 

上記のオンライン講習に加えて2021年度は、対面での
実技講習会を行なった。この講習では、高圧ガスボン
ベや低温寒剤、配管継手の施工について、受講者が実際
に体験して正しい取り扱い方を学ぶことを目的として実
施した。低温寒剤については低温センター職員が講習を
行い、ガスボンベ、配管継手についてはそれぞれ日本エ
ア・リキード合同会社、日本スウェージロックFST株式
会社に講師としてご協力を頂いた。 
また、今回はコロナウイルス感染拡大防止のため、受講
者の人数制限を行い、伊都、馬出、筑紫の各キャンパス
で講習会を開催した。 

 

高圧ガス保安管理業務

低温寒剤を製造・供給するための設備は高圧ガス製造設備であり、高圧ガス保安法により保安検査・定期自主
検査・開放検査などの検査が義務付けられている。保安係員等の監督下でこれらを実施している。 

●日常点検　（３回以上／日） 
早期の異常発見のため、設備の運転状況等について始業時・運転時・終業時など１日３回以上行なっている。 

●定期自主検査　（１回／年）　2021年6月実施（伊都・病院） 
高圧ガス保安法に基づく、耐圧検査・気密検査・安全弁検査・圧力計検査・記録簿検査など多項目の検査。こ
の検査を実施しなければ、保安検査に合格しない。 
　　　　　 
●開放検査　（各機器の周期に応じて）　2021年11月実施（伊都） 
高圧ガス保安法に基づき、各機器の分解等により、設備内部の目視検査・非破壊検査を行なう。この検査を実
施しなければ、保安検査に合格しない。 
　　　　　 
●保安検査　（１回／年）　2021年7月実施（伊都） 
高圧ガス保安法に基づく、福岡市消防局による検査。この検査に不合格の場合は寒剤供給停止となる。 

●高圧ガス製造事業所保安係員等講習会　2021年　受講者なし 
製造事業所の保安係員等を対象とした講習会。製造保安責任者免状の交付を受けてから３年以内に、２回目以
降は５年以内に受講しなければならない。 

●高圧ガス製造事業所保安講習会　2021年　受講者なし 
高圧ガス保安協会が主催する、製造事業所対象の保安講習会。高圧ガス保安法および福岡県の保安行政、近年
の事故例等の講習。 

●寒剤の取り扱いに関する講習・見学会　（随時） 
低温センターの安全利用に関し、寒剤の汲み出し方法や運搬方法、ルール説明等、実際に現場で設備等を使用
して教育指導している。 

●防災・消火器訓練　（１回／年） 
万が一の事故発生時にどのような対応をしていくか、具体的な事故を想定し実施している。避難訓練や、空気
呼吸器の使用訓練、消火器の使用訓練を行なっている。

ヘリウムガス回収率

ヘリウムは貴重資源であり、学内では液体ヘリウムを使
用後に蒸発したヘリウムガスを回収し、精製・再液化を
行なっている。供給した液体ヘリウムのうち、ヘリウム
ガスとして戻ってくる割合をヘリウムガス回収率と呼ん
でいる。回収率を向上させることで、貴重資源であるヘ
リウムガスを有効活用することができる。 

建物ごとの回収率は右記の通り 
(参照期間 : 2020年12月～2021年11月) 

ブロック 供給量（L） 回収率（%）

低温センター実験棟 3,687 85

超伝導センター 7,410 82

W１号館 615 77

W２号館 722 92

W3,4号館 656 51

W５号館 112 87

先導物質化学研究所 4,585 99

超顕微解析センター 0 -

カーボンニュートラル 468 76
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